
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
伴
う
職
業
能
力
開
発

　

校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
特
例
に
関
す
る
規
則 

（
産
業
人
材
対
策
課
）　

　

一

〇
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
職
業
能
力
開
発
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
伴
う
農
業
大
学
校
の
寄
宿

　

舎
料
等
の
特
例
に
関
す
る
規
則 

（
農
業
振
興
課
）　

　

三

 
規

則

　

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
伴
う
職
業
能
力
開
発
校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
特
例

に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
四
十
六
号

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
伴
う
職
業
能
力
開
発
校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の

特
例
に
関
す
る
規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
職
業
能
力
開
発
校
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
二
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）

附
則
第
五
項
及
び
附
則
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
生
又
は
職
業
能
力
開
発
校
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和

四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
校
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

に
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
学
生
等
」
と
い
う
。）
が
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災

害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
（
学
生
等
の
生
計
を
維
持
す
る
者
が
当
該
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
を
含

む
。）
に
お
け
る
職
業
能
力
開
発
校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
及
び
入
学
金
（
以
下
「
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
」
と
い

う
。）
の
特
例
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
）

第
二
条　

学
生
等
が
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
を
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一　

学
生
等
又
は
学
生
等
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
居
住
す
る
住
居
が
、
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
よ
る
災
害
に
よ
り
全
壊
、
流
失
、
半
壊
、
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
損
害
を
受
け
た
場
合

二　

学
生
等
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
死
亡
そ
の
他
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
伴
う

特
別
の
事
由
に
よ
り
生
活
に
困
窮
を
き
た
し
、
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
納
入
が
困
難
で
あ
る
場
合

　

（
免
除
の
手
続
）

第
三
条　

前
条
の
規
定
に
よ
り
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。）

は
、
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
免
除
申
請
書
（
別
記
様
式
）（
以
下
「
免
除
申
請
書
」
と
い
う
。）
に
、
次
に
掲
げ
る
書

面
を
添
え
て
、
そ
の
旨
を
条
例
第
八
条
第
二
項
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
徴
収
期
限
（
以
下
「
徴
収
期
限
」
と

い
う
。）
ま
で
に
、
入
学
者
選
抜
手
数
料
の
免
除
に
つ
い
て
は
受
験
す
る
職
業
能
力
開
発
校
の
長
（
以
下
「
校
長
」

と
い
う
。）
に
、
入
学
金
の
免
除
に
つ
い
て
は
在
籍
す
る
校
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
市
区
町
村
長
そ
の
他
相
当
な
機
関
が

証
す
る
書
面

二　

前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
学
生
等
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
死
亡
診
断
書

そ
の
他
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
納
入
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

２　

校
長
は
、
免
除
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
そ
の
承
認
の
適
否
を
決
定
し
、
そ
の
旨
を

当
該
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
徴
収
期
限
の
変
更
）

第
四
条　

校
長
は
、
申
請
者
が
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
面
を
徴
収
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
徴
収
期
限
を
校
長
が
指
定
す
る
日
ま
で
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
免
除
の
取
消
し
等
）

第
五
条　

校
長
は
、
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
免
除
を
受
け
て
い
る
者
が
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
免
除
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

一　

偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
り
免
除
の
承
認
を
受
け
た
場
合

　

二　

免
除
の
承
認
を
受
け
た
後
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合

２　

前
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
校
長
は
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
文
書
に
よ
り
当
該
取
消
し
を

（1）　 平成23年４月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第40号　　 
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受
け
た
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
を
受
け
た
者
か
ら
は
、
そ
の
取
消
し
に
係
る
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
を
徴
収
す
る

も
の
と
す
る
。

　

（
委
任
）

第
六
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
特
例
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に

定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
こ
の
規
則
の
失
効
）

２　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

 
号外第40号　平成23年４月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

別
記
様
式
（
第
３
条
関
係
）

入
学
者
選
抜
手
数
料
等
免
除
申
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
立
　
　
　
高
等
技
術
専
門
校
長
　
殿

 
申
請
者
（
　
　
　
　
　
科
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
住
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
　
（
本
人
署
名
又
は
記
名
押
印
）　
　
　
　
　
　
　

 
保
護
者
（
保
証
人
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
住
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
本
人
と
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
本
人
署
名
又
は
記
名
押
印
）　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
理
由
に
よ
り
，
入
学
者
選
抜
手
数
料
・
入
学
金
の
免
除
を
受
け
た
い
の
で
，
承
認
く
だ
さ
る
よ
う
申

請
し
ま
す
。

記

１
　
免
除
申
請
の
理
由

２
　
添
付
書
類

　
全
壊
，
流
失
，
半
壊
，
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
損
害
を
受
け
た
旨
を
証
す
る
書
面
，
死
亡
診

断
書
，
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

� 注 
　
「
入
学
者
選
抜
手
数
料
・
入
学
金
」
は
，
該
当
し
な
い
も
の
を
抹
消
し
て
く
だ
さ
い
。



　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
四
十
七
号

　
　
　

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

（
普
通
職
業
訓
練
の
普
通
課
程
へ
の
平
成
二
十
三
年
度
の
入
校
時
期
の
特
例
）

５　

普
通
職
業
訓
練
の
普
通
課
程
へ
の
平
成
二
十
三
年
度
の
入
校
時
期
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

別
に
校
長
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
四
十
八
号

　
　
　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

（
普
通
職
業
訓
練
の
普
通
課
程
へ
の
平
成
二
十
三
年
度
の
入
学
時
期
の
特
例
）

４　

普
通
職
業
訓
練
の
普
通
課
程
へ
の
平
成
二
十
三
年
度
の
入
学
時
期
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

別
に
校
長
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

職
業
能
力
開
発
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
四
十
九
号

　
　
　

職
業
能
力
開
発
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
業
能
力
開
発
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

（
平
成
二
十
三
年
度
分
の
授
業
料
の
徴
収
期
限
の
変
更
及
び
分
割
徴
収
の
特
例
）

２　

平
成
二
十
三
年
度
分
の
授
業
料
に
係
る
第
二
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
八
月
十
五
日
」

と
あ
る
の
は
、「
九
月
十
五
日
」
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
伴
う
農
業
大
学
校
の
寄
宿
舎
料
等
の
特
例
に
関
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
号

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
伴
う
農
業
大
学
校
の
寄
宿
舎
料
等
の
特
例
に
関
す
る

規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
農
業
大
学
校
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
十
七
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）

附
則
第
四
項
及
び
附
則
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
生
又
は
宮
城
県
農
業
大
学
校
（
以
下
「
大
学
校
」
と
い
う
。）

に
入
校
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
学
生
等
」
と
い
う
。）
が
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災

害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
（
学
生
等
の
生
計
を
維
持
す
る
者
が
当
該
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
を
含

む
。）
に
お
け
る
大
学
校
の
寄
宿
舎
料
、
入
学
者
選
抜
手
数
料
及
び
入
学
金
（
以
下
「
寄
宿
舎
料
等
」
と
い
う
。）
の

特
例
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
寄
宿
舎
料
等
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
）

第
二
条　

学
生
等
が
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、寄
宿
舎
料
等
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

学
生
等
（
自
己
の
生
計
を
維
持
す
る
者
に
限
る
。）
又
は
学
生
等
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
居
住
す
る
住
居
が
、

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
よ
り
全
壊
、
流
失
、
半
壊
、
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら

に
準
ず
る
損
害
を
受
け
た
場
合

二　

学
生
等
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
死
亡
そ
の
他
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
伴
う
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特
別
の
事
由
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
、
寄
宿
舎
料
等
の
納
入
が
困
難
で
あ
る
場
合

　

（
免
除
の
手
続
）

第
三
条　

前
条
の
規
定
に
よ
り
寄
宿
舎
料
等
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。）
は
、
寄

宿
舎
料
等
免
除
申
請
書
（
別
記
様
式
）（
以
下
「
免
除
申
請
書
」
と
い
う
。）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
そ

の
旨
を
条
例
第
七
条
第
三
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
徴
収
期
限
（
以
下
「
徴
収
期
限
」
と
い
う
。）
ま

で
に
、
大
学
校
の
長
（
以
下
「
校
長
」
と
い
う
。）
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
市
区
町
村
長
そ
の
他
相
当
な
機
関
が

証
す
る
書
類

二　

前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ　

学
生
等
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
死
亡
診
断
書
そ
の
他
前
条
第
二
号
の
特
別
の
事
由
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る

書
類

ロ　

農
業
大
学
校
の
授
業
料
の
免
除
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
号
）
第
四
条
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
書
類

２　

校
長
は
、
免
除
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
知
事
の
承
認
を
得
て
、
免
除
の

適
否
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
当
該
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
徴
収
期
限
の
変
更
）

第
四
条　

校
長
は
、
申
請
者
が
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
徴
収
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
徴
収
期
限
を
校
長
が
指
定
す
る
日
ま
で
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
免
除
の
取
消
し
等
）

第
五
条　

校
長
は
、
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
寄
宿
舎
料
等
の
免
除
を
受
け
て
い
る
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
免
除
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

一　

偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
り
免
除
の
決
定
を
受
け
た
場
合

　

二　

免
除
の
決
定
を
受
け
た
後
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合

２　

前
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
校
長
は
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
文
書
に
よ
り
当
該
取
消
し
を

受
け
た
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
を
受
け
た
者
か
ら
は
、
そ
の
取
消
し
に
係
る
寄
宿
舎
料
等
を
徴
収
す
る
も
の
と
す

る
。

　

（
委
任
）

第
六
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
寄
宿
舎
料
等
の
特
例
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
こ
の
規
則
の
失
効
）

２　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
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別
記
様
式
（
第
３
条
関
係
）

寄
宿
舎
料
等
免
除
申
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
農
業
大
学
校
長
　
殿

 
申
請
者
（
　
　
　
　
　
学
部
　
　
　
学
年
）　
　
　
　
　
　
　
　

 
住
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
　
（
本
人
署
名
又
は
記
名
押
印
）　
　
　
　
　
　
　

 
保
護
者
（
保
証
人
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
住
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
本
人
と
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
本
人
署
名
又
は
記
名
押
印
）　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
理
由
に
よ
り
，
寄
宿
舎
料
・
入
学
者
選
抜
手
数
料
・
入
学
金
の
免
除
を
受
け
た
い
の
で
，
申
請
し
ま

す
。

記

１
　
免
除
申
請
の
理
由

２
　
添
付
書
類

　
全
壊
，
流
失
，
半
壊
，
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
損
害
を
受
け
た
旨
を
証
す
る
書
類
，
死
亡
診

断
書
，
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

� 注 
１
　
「
寄
宿
舎
料
・
入
学
者
選
抜
手
数
料
・
入
学
金
」
は
，
該
当
し
な
い
も
の
を
抹
消
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
「（
　
　
学
部
　
　
学
年
）」
は
，
入
学
者
選
抜
手
数
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
，
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。


